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やっぱり紙の本が好き～小説家 仙川環さんのエッセイより～ 
 

消費者リポート 2月号のおしゃべりカナリヤコーナーのテーマは本でした。 

2021年に販売された出版物のうち、電子出版物の占める割合は前年比 3.5%増の 27.8%！全体の三割に迫る勢いだ

そうです。 

外出がままならない現在、思い立ったらすぐ買える電子書籍はとても便利です。その他にも収納スペースが不要、

文字の大きさも変えられるなどたくさんのメリットがあります。 

環境負荷については話はそう単純ではありません。 

電子書籍は紙が不要ですが、端末のバッテリーやディスプレイの影響を考慮する必要があります。 

紙の本の良さは新しい、そして偶然の出会いがあること。 

書店や図書館をぶらつきながら眺めて、心惹かれる本に遭遇、そして思いもよらない新しい世界が広がったことが

何度もある。 

教科書でさえ電子化が進む時代。とはいえ、紙の本に消えて欲しくないと著者の切なる願いが短いエッセイに込め

られていました。 

 

私もここ数年購入するのは電子書籍ばかりです。 

ただ、やはり宝物になる本、思い出の本は紙の書籍として手元に置きたいと思っています。 

家での時間が長く取れる今、紙でも電子でも、本の世界で羽をひろげる時間を楽しみませんか？ 

（理事 斎藤） 

 

よつ葉文庫 新刊紹介 

No.1283 『ほんとうの空の下で』ノグチクミコ著 NOGUCHI PRESS  

 

 組合員の飯田さんから「原発で避難された川本さんの人生の本」が出版されているという連絡をいた

だきました。飯田さんは川本さんに一度だけお会いし、年賀状のやり取りをし、2013年の日付で「今は

4帖半のトタンの仮設にいる」とあったそうです。 

実はこの絵本を描いたノグチクミコさんは 2012 年 2 月に放映されたドキュメンタリーを見て、後で

絵本にしようと思ったとのことでしたが、私もたまたま同じテレビを見ていました。震災、原発で飼い

主と離れた家畜、犬、猫が大変気になっていた時期で、自給自足をしていた老人と犬のその後がこの 10

年ずっと気になっていました。組合員さんのおたよりでその後絵本になったことを知り、胸のつっかえ

がとれました。テレビ放映で絵本にしようと思ったノグチさんの思いの深さに感謝あるのみです。 

もし原発汚染が無かったら、最後までゆっくりした時間を〝2人″で過ごせたことでしょう。 

（会長 冨居） 

 

「笑顔」 小山地区、鈴木さんから引きついで 

我が家の茶の間に一つの箱が置いてある。その箱の上には、ぬいぐるみの猫が二匹座っている。私の大好きな猫 

たち。 

お客さんが来ると、必ず「本物ですか？」と聞かれる。 

猫好きな人もそうでない人も必ずさわる。そして「かわいい‼」と言って笑顔になる。 

その後、「あら？」猫の下の、箱の蓋を見て、二番目の笑顔になる。「わあ、かわいい‼」 

スノーマンが笑っている。「私が描いたんです。」と言うと、「わあ、上手‼」と褒めてくれる。今度は私が褒めら 

れて、笑顔になる。いくつになっても褒められるとうれしい。箱をあけるとお 

菓子が入っている。一緒にお菓子を食べながらお茶を飲む。話ははずむ。 

小さい子が来ると箱にちょこんと座ってにこにこ笑顔。みんなが笑って笑顔になる魔法の箱。 

コロナ禍でお客さんも少なくなってしまった。茶の間に笑顔が戻ってきて欲しい。猫と一緒に待っている。

よつ葉生協のお菓子をいっぱい箱の中に入れて、笑顔を待っている。 

もう少しの辛抱だ。                               栃木地区 橋本 

 

 

リレーコラム：逢えなくても繋がってるよ、よつ葉のわ！～繋ごう心の絆～ 




